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ジ ェ ンダー の視 点か ら
表　　　真　美
(教育学科教授)
1.は じめに
(1)子 育てと食生活
　ベネッセによる子育て生活基本調査の経時変
化をみると,「子育ても大事 だが,自 分の生 き
方 も大切 にしたい」と回答す る割合が,1997年
か ら2008年 のll年 間で20%近 く減少 し,自 分を
犠牲にして子育てを優先 しようとする傾向が高
まっている(ベ ネッセ2008)。2009年 に京都市
の幼稚園 ・保育所に依頼 して行われた質問紙調
査の母親の回答のみをとりだした結果では,子
どもに手作 り料理を食べさせ ることが 「よくあ
る」 と答 えた母親 は実に95%に 達 した(表
2009)。 子 どもには手作 りの料理を食べ させる
べ きだ,あ るいは食べさせたいとの母親の思い
が,結 果 に反映されているのではないだろうか。
子育て不安に関する最近の調査では,一 人の母
親が抱える不安の数 不安 と感 じる母親の割合
も多 くの項 目で減少 していたが,「 離乳食」は　 　 　 　 　 　 　 1
有意に増加 していた(原 田ほか2011)。 大 日向
雅美は,離 乳食について,多 くの頑張 りす ぎる
母親は完壁 に出来ないと傷ついて しまうので,
細かい栄養の指導 よりも勇気づけることが大切
と述べる(大 日向2009)。
　家庭 にお ける食事の した くの家事分担 は,
1992年,2002年,2004年 の調査で,約90%を 妻
が担当してお り,い ずれの年齢階級でも妻が8
割を下回ることはない(内 閣府2004)。 生活時
間調査では,一 日平均の食事の管理時間は,妻
は1時 間32分,夫 は9分 と大 きな偏 りがある
(総務省2006)。1975年 に 「わたし作る人,ボ ク
食べ る人」 とい うセ リフをともなったCMが
批判され,社 会問題 となった。しか し,35年 後
の現在,食 品のテレビコマーシャルからは 「マ
マの作ったごはんは世界一」 との歌が流されて
いる。いまだ子育てには愛情 を込めた 「母親」
の手作 りごはんが必要 といった風潮が社会全体
に根強 く浸透 している。
　家庭の食生活に影響を及ぼす要因について整
理 したのが図1で ある。学校内外において,教
科書や副読本を用いて食育が行われている。ま
た,新 聞,雑 誌 テレビにおいても食に関する
内容が盛んに報道され,イ ンターネットも含め,
多種多様 ・大量の食情報が家族の食行動に影響
する。一方,家 族員の生活時間,台 所,食 堂や
食卓などの食空間,調 理器具や家電製品などの
食にかかわる道具は,調 理や食事のとり方など
家族の食生活の経営に直接作用する。中食 ・外
食を提供する食品産業 も含めて,産 業構造や経
済階級 と深 く結びついたこれらの構造 的要因が
家族の食に大 きな影響を及ぼす。また,食 生活
を支える家族員の家事労働は不可欠であること
は言 うまでもない。これまで家族の食を支えて
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きた女性の雇用労働化,そ れにともなう食品産
業の増大など,家 族の食を取 り巻 く環境 は大 き
く変化しているにもかかわらず。食の担い手は
大 きく女性に偏っている。大量の食情報が発信
される中で,子 どもの食は手作 りすべ きとの意
識が母親を追い詰めていないだろうか。
　そこで本研究では,家 庭科教育において,幼
児食の一つである問食 ・おやつ ・菓子がどの よ
うに位置づけられ,教 えられてきたのかを明 ら
かにし,今 後の教育の方向性 を探ることを目的
とす る。
(2)家 族の食生活における間食 ・おやつ ・菓子
　間食 ・おやつ ・菓子の意味を機能面か ら整理
すると,3食 では不足する栄養を補 う生理的機
能,お い しい菓子を食べて満足する心理的機能,
楽 しく会話をしなが ら茶などとともに菓子を食
することによ り,コ ミュニケーションの媒介 と
なる社会 ・教育的機能,和 菓子 ・伝統菓子など
の食文化の創造 と継承を行 う文化的機能の4つ
があげ られる。
　 　 　 ドキ
　八つ刻に食べた間食が 「おやつ」の語源であ
ることはよく知 られている(藪2002)。 子ども
に 「お八つ」を与える習慣が一般化 したのは大
正期であ り,カ ステラやビスケ ット,あ られ,
昭和 にかけてキャラメル,チ ョコレー トなどの
市販の菓子があらわれる(小 菅2004)。 しか し,
これらを食べることが出来たのは社会階級の高
い家庭の子 どもであり,労 働者家庭の子 どもは
駄菓子屋での 「買い食い」が常であった(青 木
2004,林2004)。 戦後の高度経済成長期には,
大正期に現れた菓子が一般 にも普及 し,大 手
メーカーのテレビコマーシャルが流れた。昭和
40年 代にはスナ ック菓子やファス トフー ドが登
場 し,平 成に入るとティラミス,ナ タデココ,
パ ンナコッタ,カ ヌレなどのスウィーッブーム
が起きている(長 尾2002,町 田2004)。
2.研 究方法
(1)分 析資料
　本研究において用いた資料は,明 治 ・大正 ・
昭和戦前期の高等女学校家事科検定教科書,及
び中学校 ・高等学校家庭科教科書である。
　高等女学校家事科検定教科書,検 定が始 まる
明治30年 代初頭から敗戦まで一貫して発行 され
てお り,「保育」の内容 を含むため,戦 前の家
族の食生活における間食 ・おやつ ・菓子の位置
づけの変遷を知るためには,も っとも適 した資
料 と言える。横由悦生作成 「戦前における家庭
科検定教科書一覧」 にみ られる教科書の うち,
国立教育政策研究所教育図・書館で閲覧可能だっ
た計45種 を分析対象 とした。資料に用いた明治
期13種,大 正期17種 昭和戦前期15種 を表1に
示す。また,家 庭科教科書は,戦 後か ら現在 ま
で,継 続 して出版 されているものを採用 した。
高等学校は実教出版 申学校は開隆堂か ら発行
された教科書である。小学校においては,平 成
元年告示の学習指導要領 まで,「 簡単な問食 を
整え,食 べ方や進め方 を工夫 し,団 らんの場 を
楽 しくす ることが出来るようにする。」 という
内容が含 まれていたが,「 保育」の領域ではな
いので,「 幼児食」における間食 ・おやつ ・菓
子の位置づけを明らかにする今回の研究 目的と
は一致 しないため,分 析の対象からは除外 した。
資料 として用いた中学校家庭科教科書を表2に,
高等学校家庭科教科書を表3に 示した。高等学
校家庭科教科書は,同 時に2種 の教科書が出版
されていることもあ り,編 著者によって内容の
特徴が異なるので,編 著者ごとに示 している。
(2>分 析方法
　分析資料の 「保育」の領域の食生活に関する
記述か ら 「間食 ・おやつ ・菓子」に関する内容
を抽 出 した。該当す る記述 は,「 離乳食」 と
「幼児食」の箇所であ り,「 間食 ・おやつ ・菓
子」がどのように位置づけられているのかを分
析 した。具体的には,① 間食 ・おやつ ・菓子に
ついての注意事項,② 間食 ・おやつ ・菓子の機
能,③ 市販の菓子が提示されているか,③ 手作
りのおやつが提唱され,献 立例,作 り方が示さ
れているかを中心 に分析 した。
3.研 究結果 と考察
(1)高 等女学校家事科検定教科書の分析結果と
　考察
　家事科教科書における間食 ・おやつ ・菓子に
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表1　 分析対象とした高等女学校家事科検定教科書
資料
番号
MI
Ivi　2
M3
M4
M5
M6
M7
m
M9
M10
M11
M12
NI　13
T1
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
T10
T11
T12
T13
T14
T15
T16
T17
S1
S2
S3
S4
S5
S6
S7
S8
S9
S10
S11
S12
S13
S14
S15
　 発行年
明治(西暦)年
31(1898)
33(1900)
35(1902)
36(1903)
39(190G)
41(1908)
42(1909)
42(1909)
43(1910)
45(1912)
45(1912)
45(1912)
45(1912)
大正2(1913)
大正2(1913)
大正2(1913)
大正2(1913)
大正3(1914)
大正3(1914)
大正4(1915)
大正6(1917)
大正6(1917)
大 正7(1918)
大正9(1920)
大正9(1920)
大正13(1924)
大 正14(1925)
大正14(1925)
大 正15(1926)
大正15(1926)
日召禾02(1927)
日召禾02(1927)
日召禾03(1928)
R召禾03(1928)
賢召禾[13(1928)
旺召禾05(1930)
口召手[16(1931)
H召利工8(1933)
日召禾目9(1934)
B召不010(1935)
E召不012(1937)
日召禾013(1938)
日召不014(1939)
日召禾015(1940)
日召禾018(1943)
著　者
後閑菊野 ・佐方鎮
塚本はま子
喜 多仁史 ・村 田修
児崎隆子
星常子 ・中島 よし子
戸野みちえ
教育学術研究会
甫守ふみ
後閑菊野 ・佐方鎮
中島よし子
星常子 ・中島 よし子
後閑菊野 ・佐方鎮
家事研究会
戸野みちえ
竹島茂郎
塚本はま
吉村千鶴
佐々木君代
吉村千鶴
美 島近一郎
石沢吉麿
開成館編集所
大江 ス ミ
後閑菊野 ・佐方鎮
戸野みちえ
家庭経済研究会
東京開成館編集所
井上秀子
大日本図書株式会社
家事科資料研究会
西 野み よし
近藤耕蔵
竹島茂郎
倉橋惣三他
越智 キ ヨ
家事教授研究会
奈良女子高等師範学校佐保会
三省堂編集所
甫守ふみ
西田博太郎他
井上秀子
倉橋惣三他
山崎犀三 ・有本邦太郎
山崎犀三他
中等学校教科書株式会社
書　名
家事教科書
家事教本
家政教本
新撰家事教科書
再訂家事教程
最新家事教科書
高等女学家事教科書
実用家事教科書
修訂家事提要
新編家事教科書
近世家事定本
実家高等女学校用家事教科書
実用家事教科書
家事新教科書
女学校用家事教科書
新撰家事教本
新定教科家事教本
最新家事教科書
実地応用家事教科書
実用家事教科書
家事新教科書
大正家事教科書
応用家事教科書
近世家事教科書
新定家事教科書
家事教科書
現代家事教科書
現代家事教科書
最新家事教科書
総合家事教科書
家事新編
新編家事教科書
新編家事教科書
最新家事
新時代家事教本
昭和家事教本
中等教育家事新教科書
昭和家事教科書
実用家事
実践家事新教本
簡明中等家事
新撰家事教科書
新日本家事教科書
実践家事提要
家事 一
巻冊
2冊
1冊
1冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
1冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
2冊
1冊
発行者
河 出静一郎 ・目黒甚七
金港堂書籍
普及社
大葉久吉 ・吉岡平助
合資会社六盟館
大葉久吉 ・吉岡平助
森山章之丞
岩田遷太郎
河 出静一郎 ・目黒甚 ヒ
杉本光治
合資会社六盟館
河 出静一郎 ・目黒甚 ヒ
瀬川光行
大葉久吉
渡辺滋
金港堂書籍株式会社
西野虎吉
大日本図書株式会社
西野虎吉
株式会社啓成社
石井清
西野虎吉
大葉久吉
河 出静一郎 ・目黒甚七
大葉久吉
外松荒三
株式会社東京開成館
合資会社文光社
大日本図書株式会社
株式 会社 文献rES院
合資会社文光社
上原才一郎
目黒甚七
合資会社富山房
星野 敬一
合資会社文光社
加島幸
株式会社三省堂
岩田　太郎
株式会社東京開成館
合資会社文光社
合資会社富山房
林澄
林澄
中等学校教科書株式会
　　　　 社
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表2　 分析対象とした中学校家庭科教科書(開 隆堂)
資料
番号
中1
中2
中3
中4
中5
中6
中7
中8
中9
中10
中11
中12
中13
中14
中15
中16
中17
中18
中19
中20
出版年
1952
1954
1956
1957
1959
1966
196G
1969
1972
1975
1978
1981
1984
1987
1990
1993
1997
2002
2005
2011検 定
書　　名
生活の喜び(家 庭生活)
新版　生活の喜び(家 庭生活)
中学職業 ・家庭　家庭生活
新版　中学職業 ・家庭　第5群 を中心としたもの
新編　中学職業 ・家庭　 第5群 を中心 と した もの
改訂 　中学家庭(一 冊)
技術 ・家庭(女 子用)1・2・3
同上
同上
同上
技術 ・家庭(女 子向 き)1・2・3
技術 ・家庭　 家庭分野　上 ・下
同上
同上
同上
同上
同上
技術 ・家庭　家庭分野
同上
同上
学習指導要領
1951年 発行
1956年 発行 ・1957年実 施
1958年 告 示1966年 施行
1969年 告示1972年 施行
1977年 告示1981年 施行
1989年 告示1993年 施行
1998年 告示2002年 施行
2008年 告示2012年 施行
表3　 分析対象とした高校家庭科教科書(実 教出版)
編著者
日本女子大学
家庭科研究会
奈良女子大学
　家政学会
高校家庭科
学習研究会
岩崎芳枝ほか
伊藤セツほか
春日寛ほか
資料
番号
高1
高2
高3
高4
高5
高6
高7
高8
高9
高10
高11
高12
高13
高14
高15
高16
高17
高18
高19
高20
高21
高22
高23
出版年
1952～4
1956
1957
1960
1971
1968
1973
1973
1976
1979
1982
1985
...
1991
1985
1991
　 ..
1991
1993
..;
1999
2003
2007
教科書名
一般家庭 「家族」「衛生 と看護」「住 まい　改訂版」
高校家庭 「家族1」 「衛生 と看護」「住 まい」
高校家庭一般
家庭一般
家庭一般
新編家庭一般
新編家庭一般
高校家庭一般
高校家庭一般　改訂版
高校家庭一般　三訂版
高校家庭一般
高校家庭一般　改訂版
高校家庭一般　三訂版
高校家庭一般　四訂版
新家庭一般
新家庭一般　改訂版
新版家庭一般
新版家庭一般　改訂版
家庭一般
家庭一般　新訂版
家庭一般21
家庭総合21
新家庭総合21
学習指導要領
1948年 発行1949年 実施
1955年 発行1956年 実施
同上
同上
1960年 告示1963年 施行
1960年 告示1963年 施行
1970年 告示1973年 施行
1970年 告示1973年 施行
同上
同上
1978年 告示1982年 施行
同上
同上
同上
1978年 告示1982年 施行
同上
同上
同上
1978年 告示1982年 施 行
1989年 告示1994年 施 行
1989年 告示1994年 施行
1999年 告示2003年 施 行
同上
宮本 みち子 ほか 　高24　 2003 家庭総合 1999年 告示2003年 施行
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関する記述を表4に 示 した。家事科教科書は,
下巻の 「保育」領域に,離 乳食 とおやつの項 目
が 「離乳後の食物」 として同時に述べ られてい
るものがほとんどであった。一部の教科書は,
上巻の 「食物」領域の食品を説明する項 目の一
つに 「菓子」が含まれていた(資 料番号X13.
M8,　 T　9,以 下カッコ内 「資料番号」のみを
記す)。 問食 ・おやつ ・菓子についての語 りを
出来る限りそのまま抜粋 している。
　教科書検定初期の明治30年 代は,砂 糖は消化
に悪い,ま た,来 客時に砂糖を多用 した菓子を
出してはいけない といったような記述(M8)
がみ られ,間 食に も否定的である。「間食の悪
癖」(M2)と いった表現が見 られた0幼 児食
に関しても,「菓子類などは避 くべ きなり」(M
3),「 濫 りに間食するはよろしか らず」(M5)
など,菓 子 ・間食を禁ずる記述が多い。明治40
(1907)年 をす ぎると,幼 児は多 くの食物 を摂
取する必要があるので,一 日1・2回 の間食は
栄養的に必要との記述がみえ始める(M7)。
　大正3(1914)年 には,「 菓子類 にては.軽
焼 ・風船あられ ・ビスケッ ト・ボーロ ・パン ・
カステラ ・葛餅 ・瓦煎餅等はよろ し」(T5)
と,具 体的な市販の菓子の名が挙げ られるよう
になる。大正期の高等女学校への進学者は10%
から20%で あ り,社 会階級の高い家庭の子女を
教育の対象としていた。これらの菓子 はいわば
一般庶民にとってはぜいた く品だったことが考
えられる。 また,「 朝 と昼の問及び昼 と夕の間
に一度宛間食を許す こととし,学 校に通ふころ
に至 りても,な ほ暫 く帰宅後に所謂 「おやつ」
なるもの を与ふるを宜 しとなす」(T2)と い
う記述 もみられ,こ のころに,子 どもに与える
間食の菓子を 「おやつ」と呼ぶ習慣が始まった
ことがわかる。 さらに,「 菓子類 は(中 略)嗜
好食品にして娯楽の趣味あるを特徴 とす」(T
9>と いう表現がみられ,明 治期には禁 じた砂
糖を用いた 「菓子」の 「おいしく食べて満足す
る」 という心理的機能が謳われるようになり,
生きるためだけではなく,「食 を楽 しむ」文化
が,近 代化 した 日本にも普及されつつあったこ
とが うかがえる。
　昭和3(1928)年 発行の教科書に 「午前十時,
午後三時に間食と してお握 り ・蒸甘藷等を与
へ」(S5)と いう記述がみ られた。大正期か
ら昭和の初めにかけては,前 述のような具体的
な市販の菓子の名称が挙げ られているものが多
く,菓 子以外の記述は珍 しい。 また,「 すべて
菓子は味良く疲労を回復 し精力を増すに効があ
るけれども」(S9)と の記述がみ られ,明 治
期では 「砂糖 は消化 しに くく胃腸に悪い」とい
われていたものが,糖 分の もつ効果について語
られるようになる。大正9(1920)年 には栄養
学研究所が設立され,女 子高等師範学校などで
も食物学の科学的研究が始まっている。昭和に
入ると教科書の内容 も科学的内容が増える傾向
にある。間食についての記述 も 「問食は主食の
不足を補ふのが本旨であるか ら.適 量 に与える
こと」(S11)と し,栄 養素の説明をするなど,
具体的な食品を示すのではなく,栄 養や与え方
の注意事項 を示すようになった.
(2>高 等学校 ・中学校家庭科教科書の分析結果
　表5に 申学校家庭科教科書における聞食 ・お
やつ ・菓子 に関する記述の調査結果を示してい
る。中学校技術 ・家庭の家庭分野の学習指導要
領の 「保育」には,平 成元(1989)年 告示のも
のまで 「幼児の食生活について考え,簡 単な間
食を作 ることが出来る」(平 成元年告示学習指
導要領)と いった間食についての内容が具体的
に明記 されていた。 したがって,1966年 出版の
教科書からは 「おやつ」の項 目が設けられてい
る。離乳食に関する言及は少なく,お やつや菓
子についての言及はなかったため,「 おやつ」
の項の記述を分析 した。おやつの項には,間 食
の役割,問 食を作る,幼 児に与えることにとも
なう注E=i.u.事項,献 立例,及 びおやつの作 り方が
示されていた。すべての教科書に,幼 児は一度
に食べる量が少ないことか ら栄養補給のため間
食が必要であること,時 間を決めて,午 前 と午
後に2回 適量の間食を与えることが述べ られて
いた。 したがって,項 目名.栄 養補給以外の間
食の機能。間食の時間 ・回数 ・量以外の注意事
項について表に示 している。
　項 目名は,初 めは 「おやつ」のみだったもの
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表4　 家事科教科書における間食 ・おやつ ・菓子に関する記述
資料
番号
M1
M2
¥13
M4
¥d5
M6
M7
nzx
M9
1410
til　l　l
Ml2
AI　13
T1
T2
T3
T4
T5
T6
T7
T8
T9
T10
T11
T12
T13
T14
T15
T16
T17
S1
S2
S3
S4
S5
S6
S7
S8
S9
S10
S11
S12
S13
S14
S15
　 発行年
明治(西暦)年
31(1898)
33(1900)
3　(1902)
36(1903)
39(1906)
41(1908)
42(1909)
42(1909)
X3(1910)
45(1912)
45(1912)
X5(1912)
4　(1912)
大正2(1913)
大 正2(1913)
大 正2(1913)
大 正2(1913)
大II三3(1914)
大正3(1914)
大 正4(1915)
大i1:6(1917)
大 正6(1917)
大il:7(1918)
大肛E9(1920)
大 正9(1920)
大II三13(1924)
大IEI4(1925)
大 正14(1925)
大 正15(1926)
大iE　15(1926)
日召府工2(1927)
日忍手02(1927)
H召手「13(1928)
昭 和3q928)
H召和13　(1928)
}昭不05(1930)
日召禾【16(1931)
日召不08(1933)
日召手09(1934)
阿1
Hr
H`
手II10(1935)
x[112(1937)
X113(1938)
f3召季014(1939)
fl　不015(1940)
fln不1118(1943)
「離乳後の食物」における間食 ・おやつ ・菓子に関する記述
菓子類は淡白なるもの選ぶべ し
乳汁の外の食物(中 略)ビ スケット等　　間食の悪癖
菓f類 避くべ き　(食品項 目)菓r類 は(砂 糖を多用しているので1消 化器を損ず
甘き菓子類決して与ふべからず　(食品項 目 「菓子類」)
濫りに間食するはよろしからず
時を定めず して与ふるは決して不可
乍前午後の二回　絶えず与ふるは有害
十時頃と竿後三時頃に軽き菓 子　(食品項 日 「菓f-J)来 客あれば多 くこれ(砂 糖を多用 した菓子)を
饗することは好ましき風翌にあらざる
間食 は一二llliの外 は 与へ ざるをrと す
菓子にては軽焼 ・水飴 ・ビスケット等を与ふへ し(離 乳期)あ しき菓子類はよろしからず(離 乳後)
濫りに間食するはよろ しからず
菓f類 は淡白なるものを選ぶべし
　 t一と しては満 一年頃 よ りビス ケッ ト ・ボー ル ・軽 焼 ・ウェ フ ァー ス ・水飴 等
問食としては午後三時ごろに一度
朝とrrの問及び昼と有との問に打つち宛間食を許すこととし,学 校に通ふ頃に至りてもなほ暫くは帰
宅後に所謂おやつなるものを与ふるを宜 しとなす
間食の悪癖はこの時期より予防し
菓f類 は淡白
菓r類 にては軽焼 ・風 船あ られ 一ビ スケ ッ ト ・ボ ール ・パ ン ・カ ステー ラ ・瓦煎せ んべ い,餅 菓'r・
蒸 菓rは 少ll㌃,チ ョコ レー ト ・金 平糖党 はな るべ く避 く
(間食 ・お やつ ・菓子 の記述 な し)
(間食 ・お やつ ・菓子 の記述 な し)
菓1一は1ケ 年 ころ より,
けや す きもの
カステ ラ ・ビスケ ッ ト ・ボー ロの ご とき柔 らか に してrIに て砕 けや す く　L溶
二回の間食　(食品項目 「菓子類」)嗜好食品にて娯楽の趣味あるを特徴とす
略)健 康保持に資する
栄養 ヒ有利にして(中
糖分 多 く又は油 多 き菓子類 は避け.少 量の 果実 ・lr語 ・ビスケ ッ ト ・煎餅 ・飴 等を選ぶ べ し
間食は時を定めて一二回与ふ るも妨げなけれ ども
菓r類 は強 いて 与へ る には及 ば ないが,
ファー ・ポー ル ・ビスケ ッ ト
ご く軽 くて 甘み の少 ない もの.例 えば 水飴 ・あ る焼 ・ウェ
一二 回の 間食 を'チへ てよい
軽焼 ・ウェ ファー ス ・ボー ロ ・カステ ラな どのや うな,t1一み の少 ない菓 壬類 をも 与へ てよい
おや つ には.ウ ェ ファー ス ・ビスケ ッ ト類の 菓f一類,煮 た 果実 等 を少 しつ つ(離 乳期)
菓f類 はウ ェフ ァー ス ・カルヤキ ・ビス ケッ ト・カ ステラ等(離 乳 後)
折 々ビ スケ ッ ト ・カステ ラ ・煎餅 ・飴 等 を与へ る
(間食 ・お やつ ・菓 」しの記述 な し)
樹 菓子類 は軽焼 ウェ フ ァー ス ・ボー ロ ・カステ ラ等の 如 き甘味強か らざる もの を選ぶべ し
言肖イヒ易 き菓r
朝と昼の問及び昼と有との問に打つち宛間食を許すこととし,学 校に通ふ頃に至りてもなほ暫くは帰
宅後に所謂おやつなるものを与ふるを宜しとなす
#.=f一ヒ八 ヶ月頃か らカル ルス煎餅 ・ウェ ファー ス ・ボ ー ロ等を 与へ,一 年後 には ビスケ ッ ト ・煎餅 類
など もよい
子どもには三度の食肇の外に午前i一時午後 三時に間食としてお握 り蒸甘藷等を'チへ
(間食 ・お やつ ・菓子 の記述 な し)
離乳期の食物:プ ヂング　四Ii歳になった ら午前午後二回の間食を与へ,学 齢後は午後だけの間食
間食は軽い消化のよいもの
(離乳期)菓 子は カ ルヤキ ・ポー ル ・ウ ェフ ァー等 の るい よ りカステ ラ ・煎 餅 ・上 等の ビ スケ ッ ト等
に進 む 　間食 は却 って望 ま しい　 ビスケ ッ ト少 量 　買い食 いのlul慣は絶 対に避 け る
(間食 ・おやつ ・菓 チの記述 な し)
に効が ある
(食品項 目 「菓子」)すべて菓rは 味良く疲労を回復し精力を増す
一二回の間食を与へてよい
間食は(中 略)適 量与へること　 消化 しやす く(中 略),満 腹感感じさせる(中 略)水 分に窟むもの
間食を午前'r後の2回 ぐらい与へて栄養を補ふ
準備期に於てビスケットまたはカルケットの如き精製セル小麦粉を原料とする菓チ類を与へ初め一個一回より二個二回とする
準備期に於てビスケットまたはカルケットの如き精製セル小麦粉を原料とする菓子類を与へ初め一個
一回より二個二回とする
(間食 ・おやつ ・菓 子の記 述 なし)
頁
下33
ド220
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下40・41
下32
下39
.ド48
下113・ 上21
101
下20・21
F33
下80
下97
ドll9
下48
ド38
ド89
F36
ド92
ド24・.1:13
ド111
ド81
ド146
ド27
ド93
ド112・113
ド122
ド127・128
ド99
下41
ド72・73
下137
ド106・108
ド97・100
1=118・119
下143
下82
下loo
F114
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表5　 中学校家庭科教科書における間食 ・おやつ ・菓子に関する記述
資料番号
中6
中7・8
中9・10
中11
中12・13
中14・15
中16
申17
中18
中19
中20
出版年
1966
1966・69
1972・75
1978
1981・84
1987・90
1993
1997
2002
2005
2011検 定
項　目　名
幼児の栄養(228)
お や つ(3:170～172)
お や つ(3:173～175)
お や つ(3:140～142)
食事 ・おやつ の与え方(165～167)
食事やおやつ は どの ように与 えた ら
よし・カ、　(187～189)
おやつの 与え方 について考 えよう
(157　.158)
幼児のおやつ について考 えよう
(177-178)
おやつ をつ くろ う　(188～189)
おやつ をつ くろ う　(167)
お菓子 をつ くろ う(36・132～133)
間食の栄養補給
　以外の機能
休息 ・気分転換
休息 ・気分転換
休息 ・気分転換
休息 ・気分転換
食に色 どり・会話
間食の時間 ・回数 ・量
　 以 外の注 意事項
遊 び食い ・買い食い禁止
甘 い菓子 は食欲減退 ・歯 に悪 い
甘 い菓子は食欲減退 ・歯 に悪 い
砂糖多用した菓子歯に悪く偏食・
食欲不振
自然に近い食品　人工甘味料・着
色料控える
調理 。盛 り付 け ・雰囲気 。マナー
精神 的満足
幼児が喜ぶ食器・盛り付け　水分
補給　手作りのもの安心
市 販品 は日付 ・品質表示 に注意,
衛 生,安 全.歯 ごた え.水 分
市 販品 は日付 ・品質表示 に注意,
衛生,安 全,歯 ごた え,水 分
市 販品 は日付 ・品質表示 に注意。
衛生,安 全,歯 ごた え,水 分
献立
例
4例
2例
2例
1例
4例
6例
2例
5例
4例
作り
方
2例
2例
1例
1例
2例
2例
2例
2例
5例
*中1～5に は 「おやつ」「幼児食」の項 目ない。離乳食 に 「菓 子類」が含 まれ,「 菓子は ビスケッ ト ・ボーロ ・かるや きせんべ
い ・カステラな ど,プ デ ィング ・ゼ リー などをおやつ に用い る」 とあ る。
*カ ッコ内の数字は頁数 複 数の教 科書の場合 は年度の早い ものの該 当頁を示す。
が,「 与え方」が加わ り,そ の後 「考 えよう」
となっている。平成10(1998)年 告示の学習指
導要領以降,「 間食」の内容はな くなったが,
教科書 には 「おやつをつ くろう」 として内容が
残されている。2011年 に検定された教科書には
「おやつ」の項 目はな くなったが,幼 児食のコ
ラムに 「幼児は胃が小 さいのでおやつは食事の
一部 として重要です」 との記述がみ られ,菓 子
作 りの参照ページが示 されている。間食の栄養
補給以外の機能に関しては,1993年(中16)か
ら 「休息や気分転換」 という文言が加えられる
ようになり,2011年 検定の教科書は,食 物分野
の菓子作 りのページに 「おやつは食生活にいう
どりを添え,い っしょに食べる人との会話もは
ず ませます。おやつをつ くることができると,
自信が深まり,他 の調理にも挑戦 してみようと
思 うようにな ります」(中20)と ある。間食に
関する注意事項 は,1966年 は 「買い食い」につ
いて(中6),そ の後,1978年 までは砂糖の弊
害(中7～11)に ついて言及 している。1980年
代前半は,食 品の工業化が進み加工食品が普及,
人工甘味料や着色料による健康被害への警鐘が
高まった社会的背景 を反映 して,「 自然に近い
食品」 という文言が登場す る(中12・13)。
1980年 代後半に食事の雰囲気や精神的満足につ
いての記述がみ られるのは,1980年 代の前半に
「子 どもの孤食」に対 しにわかに社会的注目が
集まった影響 と考えられる(中14・15)。1993
年には 「手作 りのものは安心 して与えられる」
と手作 りが提唱され(中16),そ の後 「手作 り」
の文言は含まれないものの,市 販品を与える場
合の注意事項が示されている(中17～19)。 献
立例は1例 か ら5例 が示されている。1978年 ま
では幼児食の1部 に間食の例が示されていた。
1993年 からは水分補給の重要性 にも言及される
ようにな り,飲 み物の例が加わっている。作 り
方は具体的にはカスター ドプディング,ロ ック
ケーキなどが多 く,2005年 までは大きな変化は
ないが,2011年 検定の教科書ではページ数が増
えて写真の見栄えも美 しくなっている。改訂前
より倍以上も多い5つ のおやつの作 り方が紹介
されている(中20)。
　表6に 高等学校家庭科教科書における間食 ・
おやつ ・菓子に関する記述の調査結果を示して
いる。離乳食に関する項 目,幼 児食に関する項
目について各々調査 した結果を示 した。離乳食
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表6　 高等学校家庭科教科書における間食 ・おやつ ・菓子に関する記述
資料番号
高4
高5
高6・7
高8～14
高15・16
高17・18
高19
高20
高21
高22
高23
高24
出版年
1960
1971
1968・73
1973～91
1985・91
1988
1993
1998
1999
2003
2007
2003
離 乳 食
菓子 類 　 ボ ー ロ ・ウ ェ フ ァー
ス ・ビ ス ケ ッ ト(77)
菓 子 類 　 ウ ェ フ ァ ー ス ・ビ
ス ケ ッ ト ・カ ス テ ラ(181)
(ベ ビ ー フ ー ド常 用 避 け た
w)　 (172)
(ベ ビ ー フ ー ド常 用 避 け た
し、)　(169)
幼児食間食の栄養
補給以外の機能
項 目な し
休 養 ・気分転換
楽 しみ
楽 しみ
楽 しみ
間食の時間 ・回数 ・量以外の注意事項
買い食いの くせつ けるこ とは しつけの上
か らもよ くない(229)
消化の良い軽 いもの(15)
手作 りの ものが望 ま しい　 市販 品 は塩
分 ・添加物 の点 から注 意(173)
市販品 は塩 分 ・添加物 の点か ら注意　甘
い もの次の 食事 ・虫歯に影響(160)
おやつ一甘味 の強い菓子や ジュース類を
避け ビスケ ッ トやせ んべ いな ど(60)
手作 りの もの(46)
栄 養価 が高 く消化 の 良い手 作 りの もの
(49)
コラム子 どもの食習慣 と健康:イ ンスタ
ン ト食品や加工 食品に頼る食生活
間食 にも袋 菓子 や板 チ ョコレー ト与 える
ケー ス　粗 食の過食　肥満の原因(56)
献立
例
3例
6例
3例
1例
作 り
方
2例
*カ ッコ内の数字 は頁数 複数の教科yruの場 合は年度の早い ものの該当頁 を示す。
*高1～3に は離乳 食 ・幼 児食の項 目が ない。 高15～18に はシ ョー トケーキ,ア イスクリーム,乳 酸飲 料,キ ャラ メル,チ ョコ
　レー トの砂糖1量ヒを示 す グラフが掲載 されて いる。
の説明には,1960年 代の3種 の教科書に,い く
つか(炭 水化物,魚 類,乳 製品など)の 食品の
一つとして 「菓子類」があげられ,表 に示した
ような菓子が並べ られている(高4・6・7)。
大正3(1914)年 に始まった離乳食に用いる市
販の菓子類の提示の流れをくむものであるが,
1970年 代後半以降は示されな くなった。栄養補
給以外の機能は,多 くは言及されていないが,
1971年 は1993年 以降の中学校教科書 と同様 の
「休養 ・気分転換」(高5),ま た,「楽 しみ」 と
の文言が4種 の教科書にみ られた(高15・16・
22・23)。 間食 を与える際の注意事項 に関して
は,1971年 の教科・書には,1966年 発行の中学校
教科書 と同様に,「 買い食い」の禁止が語 られ
ている(高5)。1985年 発行の教科書 には,手
作 りのものが望 ましく,市 販品は問題があるの
で与える場合注意が必要 との記述が現れる(高
15)。 その後 「手作 り」が明記 されている教科
書は3種(16・22・23),1990年 代の2種 の教
科書(高19・20)以 外は市販品を用いることへ
の警鐘が含まれていた。 とくに1980年 代は市販
の菓子類の粗糖量を示すグラフが掲載されてい
る(高15～17)。 また,2003年 発行の教科書の
「子 どもの食習慣 と健康」 と題 したコラムのな
かでは,間 食に袋菓子や板チョコレー トを与 え
ることを 「粗食の過食」とし,肥 満の原因にな
ると述べている(高24)。
(3)家 事科教科書,家 庭科教科書における間
　食 ・おやつ ・菓子に関する内容の変遷
　以上,家 事科教科・書,家 庭科教科書における
間食 ・おやつ ・菓子に関する記述は,時 代的背
景を反映 していることがわかった。戦前期の間
食は,日 常的にはお握 りや蒸甘藷といったもの
だったと考えられる。大正期に普及 したカステ
ラやビスケット,あ られ,昭 和 にかけてキャラ
メル,チ ョコレー トなど市販の菓子類は,一 般
庶民 にとっては高級品だった。比較的裕福 な子
女 を対象に教育とした大正 ・昭和前期の家事科
教科書においては,そ のような市販の菓子類
(ビスケッ ト,ボ ーロ,煎 餅,カ ステラなど)
を離乳食に用いることを提唱し,1970年 代前半
までこの傾向が続いていた。
　 g一
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　一方,食 品工業が発達 して市販の菓子が多 く
販売 されるようにな り,さ まざまないわゆる
「スナック菓子」が普及す る1980年 代以降は,
市販品を用いる弊害への警鐘が盛んに行われ,
同時に手作 りのよさが提唱されるようになる。
申学校教科書においては,間 食作 りが学習指導
要領の内容に含 まれなくなった2002年 以降の教
科書の方が,か えって手作 り志向が高まる傾向
にあることが,項 目名や2011年 検定教科書のレ
シピのページから判断できる。2000年 以降には
バ レンタインデーの手作 りチ ョコブームが起 き
るなど,社 会一般にも手作 り菓子 を礼賛する風
潮が続いている(吉 田2010)。 教科書には,手
作 りが当たり前だった時代のお握 りや蒸甘藷な
ど,手 作 りが容易なものが作 り方 としてあげら
れるのではなく,手 間のかかる洋菓子が多 くと
りあげ られている。高等学校教科書 もまた,
狛80年 以降に手作 りおやつの奨励が多 くなされ
ていることは上述の通 りである。表7に カッコ
書 きで示 したように,1950年 代の4種 の教科書
は(高15～18)は,市 販のベビーフー ドを離乳
食に用いることも避けるよう言及 している。
　家庭科 は,「 家事は母がすべ きもの」 という
ジェンダーバイアスを教えて きた過去をもつ こ
とは否めない(表2006)。 しか し,1994年 に
小 ・中 ・高等学校一貫 した男女共修が実現 した
後は,女 性だけでなく,男 性もおやつを手作 り
するような教育が行われてきたはずである。 し
か し,現 実に子 どもを育て,子 どもの食を支え
ているのは母親である。授業を受けている生徒
のなかにも,「 子育ては母がす るもの」 と思っ
ているものが少な くないだろう。子育てにおけ
る男女共同参画に関する充分な教育なしに,お
やつや離乳食の手作 りを提唱することは,冒 頭
にも述べたように,母 親 を追い詰めることにな
りかねない。 ラプ トンは 「女性が多 くの家事に
加えて食事の準備 もしなければならなかった結
果,社 会参加が阻まれてきた」 と述べている
(LupTan,1996)。 欧米諸国と比較 して母親
の就業率が低いことは,母 として毎日の食をと
とのえなければな らないという母親自身の強迫
観念が一端を担ってお り,そ れが世界における
日本の女性の地位の低 さにつながっていると
いっても過言ではない。家庭科は,ジ ェンダー
の再生産がないよう,充 分な配慮の上で,食 に
関す る教育を行っていく必要があるだろう。
3.ま とめと今後の課題
　家庭科教育において,幼 児食の一つである間
食 ・おやつ ・菓子が どのように位置づけられ,
教えられてきたのかを明らかにし.今 後の教育
の方向性を探ることを目的として.1898年 から
1943年 に発行 された高等女学校家事科検定教科
書45種,申 学校家庭科教科書20種,高 等学校家
庭科教科:書24種 の計89種 を分析資料とし,「離
乳食」 と 「幼児食」の項 目内容に,「 間食 ・お
やつ ・菓子」がどのように位置づけられている
のかを分析 した。その結果以下の4点 が明らか
になった。
①教科書検定初期の明治30年 代は,砂 糖は消化
　に悪い,ま た,来 客時に砂糖 を多用 した菓子
　を出してはいけないといったような記述がみ
　 られ,間 食にも否定的である.
②大正にはいると,軽 焼 ・風船あられ ・ビスケ
　 ット・ボーロ ・パ ン ・カステラ ・葛餅 ・瓦煎
　餅等,離 乳食に市販の菓子があげられるよう
　にな り,こ の傾向が1970年 代前半まで続 く。
　 また,間 食は幼児に必要なものとして位遣づ
　けられるようになり,昭 和期には間食の栄養
　に関する専門的な内容 も含まれるようになる。
③申学校教科書では,学 習指導要領に従って,
　1970年 以降一貫 して間食の作 り方が示 されて
　いる。1990年 以降は手作 りおやつの提唱,市
　販の菓子類を用いることへの注意がなされ,
　2011年 検定の教科:書では,お やつの作 り方が
　増加 している。
④高等学校教科書では,1980年 代後半以降,中
　学校教科書 と同様,手 作 りの提唱,市 販の菓
　子類への警鐘が行われ.2000年 以降はその傾
　向が高まっている。
　今後は,間 食に関する授業実践例の調査。さ
らにはベ ビーフー ドの扱いについても研究を進
めたい。
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